
平
成
26
年
7
月
1
日
号

平
成
26
年
8
月
1
日
号

平
成
26
年
9
月
1
日
号

に
開
設
さ
れ
た
施
設
で
す
。

　
現
在
、
白
井
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
古
紙
類
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
、
瓶
・
缶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
し
た
資
源
ご
み
は
、
作
業

員
が
4
～
5
人
で
異
物
な
ど
を
除

く
分
別
作
業
を
行
い
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
作
業
服
な
ど
へ
の
再
商
品

化
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
中
間
処

理
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
小
学

生
や
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
な
ど
毎

年
多
く
の
人
が
見
学
に
訪
れ
て
お

り
、
今
後
も
施
設
見
学
会
や
啓
発

活
動
へ
の
参
加
な
ど
も
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
佐
久
間
社
長
は
「
分
け
れ
ば
資

源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」
と
い
う
よ

う
に
で
き
る
だ
け
簡
単
に
、
ご
み

の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上

を
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
提
案
で
き

る
よ
う
に
、
常
に
「
市
民
目
線
」

に
立
っ
て
物
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
心
掛
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
3

　
今
回
は
、
平
塚
に
あ
る
「
株
式

会
社
佐
久
間
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
㈱
佐
久
間
は
、
1
9
7
6
年

（
昭
和
51
年
）
に
佐
久
間
社
長
が

30
歳
を
迎
え
た
時
「
人
の
嫌
が
る

仕
事
で
社
会
貢
献
し
た
い
」
と
考

え
、
教
師
か
ら
転
身
し
、
千
葉
市

内
で
古
紙
回
収
業
か
ら
始
め
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
約
40
年
の
年
月
を
経

た
今
、
他
の
会
社
な
ど
の
ま
ね
を

せ
ず
、
依
頼
者
の
要
望
に
耳
を
傾

け
、
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、
県
内
な
ど
に
13
の

事
業
所
を
持
つ
、
希
少
な
資
源
再

生
総
合
企
業
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
平
成
19
年
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
容
器
な
ど
の
再
商
品
化
事

業
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
「
第
1

回
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
大
賞
ち
ば
」

の
優
秀
企
業
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
社
が
所
有
す
る
施
設
の
う
ち

「
白
井
（
開
設
当
時
は
印
旛
資
源
）

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り

ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
13
年
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
が

分
別
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
白
井
・
印
西
両
市
と

の
連
携
・
協
力
に
よ
っ
て
、
同
年

発
見
!
白
井
の
仕
事
人
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け
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～
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そ
の
ほ
か
、
市
の
ふ
る
さ
と
産

品
に
認
定
さ
れ
て
い
る
「
落
花
生

最も
な
か中

」
や
「
大
ど
ら
」
の
ほ
か
、

市
内
で
加
工
さ
れ
て
い
る
商
品
を

中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
「
梨
狩
り
」

や
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
ラ
豆
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
収
穫
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
収
穫

し
た
も
の
を
そ
の
場
で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
、
参
加
者
と
地
元
の
農

家
が
交
流
し
な
が
ら
、
楽
し
く
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
や
お
ぱ
ぁ
く
の
友
山
店
長
に
話

を
伺
う
と
「
現
在
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
農
家
な
ど
の
出
荷
者
が
80

人
い
ま
す
。
や
お
ぱ
ぁ
く
で
は
、

安
心
、
安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
を

販
売
し
、
収
穫
体
験
の
で
き
る
直

売
所
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

は
で
き
な
い
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
、
お
客
様
と
農
家
を
繋
げ
る

憩
い
の
場
と
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
や
お
ぱ
ぁ
く
で
、
地

元
の
新
鮮
で
お
い
し
い
旬
の
農
産

物
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
1

　
今
回
は
、
新
鮮
野
菜
を
中
心
に
、

地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
な
ど

を
取
り
揃
え
販
売
す
る
、
Ｊ
Ａ
西

印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や
お
ぱ
ぁ

く
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
や
お
ぱ
ぁ
く
は
、
市
特
産
の
ナ

シ
や
自じ

ね
ん
じ
ょ

然
薯
を
始
め
と
し
て
、
野

菜
で
は
、
ネ
ギ
、
小
松
菜
、
ニ
ン

ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
、

ホ
ウ
レ
ン
草
、
大
根
、
ゴ
ボ
ウ
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
な
ど
、
果
物

で
は
、
ブ
ド
ウ
、
キ
ウ
イ
、
洋
ナ

シ
、
リ
ン
ゴ
、
カ
キ
、
イ
チ
ゴ
な

ど
、
季
節
ご
と
に
豊
富
な
種
類
を

取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
ナ
シ
に
つ
い
て
は
、
8
月

か
ら
10
月
頃
ま
で
販
売
さ
れ
「
幸

水
」「
豊
水
」「
新に

い
た
か高
」
な
ど
有

名
な
も
の
か
ら
、
市
場
に
あ
ま

り
出
回
ら
な
い
「
あ
き
づ
き
」
や

「
新し

ん
こ
う興
」「
か
お
り
」「
あ
た
ご
」

な
ど
も
あ
り
、
生
産
者
ご
と
に
試

食
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
品

種
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
味
の
違
い
を

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
地
元
の
野
菜
や
果
物
は
、
ほ
と

ん
ど
が
朝
に
収
穫
し
た
も
の
で
、

鮮
度
が
良
く
て
長
持
ち
し
、
お
い

し
い
と
評
判
で
す
。

発
見
!
白
井
の
仕
事
人   

　

～
地
元
の
新
鮮
野
菜
な
ど
を
販
売
～
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ど
の
プ
ラ
ン
ト
施
設
な
ど
で
、
幅

広
く
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
43
年
に
は
白
井
工
業
団
地

内
に
、
国
内
最
大
規
模
の
「
ア
ル

ミ
カ
ー
テ
ン
ウ
オ
ー
ル
塗
装
工

場
」
を
設
け
、
本
業
界
に
お
い
て

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
実
績
の
あ
る
同
社

は
、
白
井
工
業
団
地
内
に
も
製
品

の
仕
上
げ
塗
装
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
る
企
業
も
多
く
あ
り
、
絶
大

な
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

　
塗
装
業
界
で
は
最
初
に
「
I
S

O
9
0
0
1
」
を
取
得
し
、
環
境

に
配
慮
し
た
粉
体
塗
装
や
、
光
触

媒
塗
装
な
ど
の
研
究
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
最
後
に
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

大
野
工
場
長
に
話
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
「
お
客
様
を
大
切
に
す
る
と
い

う
企
業
理
念
を
引
き
継
ぎ
、
技
術

者
を
育
成
し
て
行
き
た
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
出
か
け
て
立
ち
寄
っ

た
と
こ
ろ
に
も
、
中
村
塗
装
店
が

塗
装
し
た
場
所
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
1

　
今
回
は
、
白
井
工
業
団
地
の
ほ

ぼ
中
央
、
中
交
差
点
付
近
に
あ
る

塗
装
業
界
の
老
舗
「
株
式
會
社
中

村
塗
装
店
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
中
村
塗
装
店
は
、
1
8
7
0
年

（
明
治
3
年
）
に
東
京
の
新
橋
で

創
業
し
、
初
代
創
業
者
中
村
八
十

吉
氏
が
、
明

治
5
年
に
日

本
最
初
の
汽

車
塗
装
に
従

事
し
て
以
来
、

塗
装
一
筋
で

歩
ん
で
き
ま

し
た
。

　
そ
の
塗
装
技
術
が
「
東
芝
」
の

創
業
者
田
中
久
重
氏
か
ら
認
め
ら

れ
、
そ
れ
以
降
は
、
同
社
の
機
器

製
品
の
塗
装
を
請
負
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
そ
の
後
、
建
築
塗
装
を
手
掛
け

る
事
と
な
り
、
日
本
銀
行
、
鹿
鳴

館
、
三
井
・
三
菱
本
社
、
帝
国
劇

場
、
明
治
神
宮
、
国
会
議
事
堂
な

ど
、
明
治
を
代
表
す
る
建
築
塗
装

も
行
い
ま
し
た
。

　
近
代
建
築
物
で
は
、
日
本
最
初

の
超
高
層
ビ
ル
「
霞
ヶ
関
ビ
ル
」

の
外
装
塗
装
か
ら
始
ま
り
、
丸
ビ

ル
な
ど
の
数
々
の
超
高
層
ビ
ル
を

手
掛
け
、
近
年
で
は
、
お
台
場
の

ガ
ン
ダ
ム
像
（
白
井
工
場
で
塗
装
）

や
浦
安
市
に
あ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、

歌
舞
伎
座
、
ユ
ニ
ク
ロ
本
社
、
星

野
リ
ゾ
ー
ト
本
社
ビ
ル
な
ど
を
手

掛
け
ま
し
た
。

　
そ
の
塗
装
技
術
は
、
改
修
塗
装

や
橋
の
防
食
・
防
錆
、
発
電
所
な

発
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～
新
橋
・
横
浜
間
の
汽
車
塗
装
か
ら

塗
装
一
筋
で
1
4
4
年
～
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「塗装ロボット」による塗装


